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東京国際空港津波避難訓練の実施について（お知らせ） 

 

 平素より、東京国際空港（羽田空港）の管理運営に対し、格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼

申し上げます。 

 さて、羽田空港においては、空港に被害を及ぼす恐れのある津波が発生した場合に、空港関係

者がとるべき基本的な行動を明確にし、人的被害を最小に止めることを目的として、「津波避難行

動計画」＊１を作成しております。 

＊１【参考】 津波避難行動計画作成等のため、空港内の従業員数を把握する必要があることから、平成２２年か

ら毎年調査を実施していますが、本年４月１日現在の従業員数は別添のとおりです。 

 

今般、当該計画の一環として、津波来襲を想定し、円滑な避難や行動計画の周知等を目的とし

て、平成２４年４月に引き続き、以下のとおり避難訓練を実施します。 

なお、本訓練において、日本航空株式会社は独自に視覚障害模擬旅客の避難、パニック模擬旅

客の対応を訓練の新しい取り組みとして実施します。詳しくは、日本航空独自訓練広報窓口（日本

航空広報部羽田広報グループ ℡０３－５７５６－３０１１）へお問い合わせ下さい。 

 

 

１．訓練日時 

実施日：平成２６年１１月５日（水） １４時００分～ 

 

２．場 所 

東京国際空港国際線地区 １０４、１０５番スポット及び国際線旅客ターミナルビル１０５番ゲート 

 （別図－１） 

 

３．使用機材及び参加人員 

Ｂ７６７ １機 

乗客役、地上作業員役として、空港関係機関から１２０名程度を予定 

 

４．訓練概要 



 

 １） 訓練想定 

１１月５日１４時００分、東京湾口付近を震源とするマグニチュード８震度６強の地震発生。 

１４時０３分、気象庁は東京湾内湾に大津波警報発表、津波の到達予想時刻は１４時１５分

頃と予想されている。 

地震を感知した作業員は、ただちに作業を中止し、津波に関する情報収集にあたり、大津

波警報発表と避難指示の情報を入手、付近の作業員に避難指示を伝達しながら旅客ターミナ

ルビルに避難。同時に１０４番スポットでドアクローズ後プッシュバック待機中の航空機はタワ

ーから大津波警報発表の情報を入手、ただちに乗客を避難させる。 

 

 ２） 訓練項目の内容 

① 航空機からの乗客、乗員の避難訓練 

② 地上作業員の避難訓練 

③ 旅客ターミナルビルへの避難者誘導訓練 

 

５．訓練取材の申込について 

 １） 空港取材腕章及びプレスＩＤカード（空港取材腕章等）をお持ちの方 

別紙の取材申込書へ必要事項を記載のうえ、期日までに東京空港事務所航空保安防災課へ

ＦＡＸによりお申込み下さい。 

 

２） 空港取材腕章等をお持ちでない方 

別紙の取材申込書へ上記「１）空港取材腕章及びプレスＩＤカードをお持ちの方」の必要事項に

加え、空港取材腕章等がない旨を記載のうえ、期日までに東京空港事務所航空保安防災課

へＦＡＸによりお申込み下さい。 

訓練当日、１２時３０分までに東京空港事務所第１庁舎１階航空保安防災課の受付においで

下さい。記者証又は社員証と交換で空港取材腕章等を貸与いたします。 

取材終了後は、東京空港事務所航空保安防災課へ空港取材腕章等を返却のうえ、お預かり

した記者証又は社員証をお受け取り下さい。 

申込み期日は、１０月３１日（金）１７時までとさせていただきます。なお、訓練当日の申込は、

お受けできませんことをご了承願います。 

 

３） 訓練当日は、１３時３０分までに東京国際空港ターミナル（株）職員駐車場へ集合し、必ず受 

付及び保安区域立ち入り検査を済ませて下さい。（別図－２） 

１３時４５分に取材エリアへ訓練参加機関職員がご案内いたします。 

 

６．取材にあたっての注意事項 

１) 訓練会場への入場の識別として、空港取材腕章等を必ず着帯して下さい。 

 

２) 取材については、東京空港事務所職員の指示に従い、定められた訓練取材エリア

で取材を行って下さい。 



 

３) 移動取材は可能ですが、訓練の動線に支障をきたさないようご協力願います。 

また、車両通路を走行する車両等に、十分ご注意下さい。（別図－３） 

 

４) 訓練終了後は、東京空港事務所職員の誘導で、取材エリアから退場して下さい。 

 

５) 取材にあたっては、訓練状況以外の撮影はご遠慮願います。 

 

６) 集合場所までの移動は、各自でお願いいたします。 

 

７) 当日、駐車場のご用意はできませんので、公共交通機関等をご利用願います。 

 

８) 雨天及び緊急事態発生時は、訓練を中止いたしますので、ご了承願います。 

なお、雨天の場合には、取材申込書に記載された連絡先へ１０：００までに中止

の連絡をいたします。 

 

 

 

問合せ先 

国土交通省東京航空局東京空港事務所 

Tel 03-5757-3000  Fax 03-5756-1541 

（訓練内容に関すること） 

総務課     築山 (内線 3031) 

（取材申込に関すること） 

航空保安防災課 友利 (内線 3404) 







津波避難訓練実施場所 

ハザードエリア （南風運用時） 
東京空港事務所 
（第一庁舎） 

訓練実施エリア 
（１０４，１０５スポット） 

別図－１ 



集合場所（位置図） 別図－２ 

国際線旅客ターミナルビル 

ＣＩＱ棟 

 
第１国際 
貨物ビル 
（上屋１） 
ＴＩＡＣＴ 

 

国際線ターミナルビル駅 

国際線第３ゲート 
 

（入出場口） 

集合場所 

１０５ 

１０４ 

１０３ 

１０６ 
１０７ １０８ １０９ １１０ １１１ １１２ １１３ １１４ 



 

別図－３ 

避難動線（想定） 

訓練取材エリアについては、担当者の指示に従ってく
ださい。 

移動取材は可能ですが、避難訓練の動線に支障がな
いようにお願いします。 
車両通路を走行する車両等に、十分ご注意ください。 

←車両通路→ 

訓練実施エリア 



別紙

東京空港事務所　航空保安防災課  宛

（担当　濱田・友利・白畑）
FAX 03-5756-1541

会 社 名：
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連 絡 先：

プレスＩＤ№ 腕章№

車両登録

車両ナンバー 車種 色 備考

注）　申し込みは、平成２６年１０月３１日(金)　１７時厳守でお願いします。
　　　駐車場のスペースには限りがありますので、原則公共交通機関をご利用願います。
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